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特定ケア看護師活動から得たこと

　私は，JADECOM-NDC研修センターでの研修
を2018年度に修了し，翌2019年度は国立国際医
療研究センター病院で１年間の臨床研修を行い
ました．そして，2020年４月から診療看護師を
目指し，大学院に進学しています．そんな私が
NDCへ応募したきっかけを少しお話しさせてく
ださい．誰しもが看護師歴を重ねていくと，今
後どうなりたいのだろうかと自身のキャリアプ
ランについて悩むことがあるかと思います．私
自身も，経験を重ねた分，できることも増え，
困ることも少なくなり，身につけた知識，技術，
経験で一通りの業務は行えるようになりました．
しかし，自分は成長しているのだろうか，今後
どのようなキャリアを築きたいのだろうかと悩
むことも増えていきました．そして，看護師歴
を重ねても私には苦手なことがありました．そ
れは重症患者さんのご家族から「今日はどうです
か？」「これからどうなりそうですか？」と質問さ
れることです．ご家族にとっては，常にそばに
いる私たち看護師は話しかけやすい存在だと思
いますし，そうでありたいと思っています．し
かし，医師と方針や現状の評価の共有が不十分
であったり，医学的な知識が乏しく，自信を持っ
て説明することができずにもどかしい思いを何
度もしてきました．また，患者さんの異変に気
付けても，その異変を適切にアセスメント，言
語化し医師に伝えることができず，「気づいてい
たのに……」と後悔することもありました．圧倒
的に医学的知識が足りないと強く感じるように
なったものの自己学習だけでは解決できず，悶々
とする日々が過ぎていました．その頃には仕事

が楽しくなく，看護師という仕事に誇りを持つ
こともできずにいました．この先も長く働くた
めには，もっと知識や技術を習得して，楽しく，
誇りを持って働きたいと考えるようになったと
きに，上司からJADECOM-NDCを薦めていただ
いたのです．この出会いが私の看護師人生の大
きな大きな転機になりました．その時の私には
「患者さんのために」とか，「病院のために」「地域
のために」という気持ちはあまりなかったのです
が，自分が習得した知識や技術は患者さんやス
タッフに貢献してこそ価値があるものですから，
患者さんやスタッフ，病院の役に立ちたいとい
う思いは根本にあったと思います．
　病院としては21区分38行為の特定行為研修を
修了した看護師を迎え入れるのは初めての試み
であり，患者さんのみならず，看護師，医師，
コメディカルスタッフ，誰もが，「特定ケア看護
師って何をする人なの？」といった状態でした．
本音を言うと，私自身も「特定ケア看護師って何
だろう？」と思っていましたし，一体何をしたら
いいのだろう，何ができるのだろうと不安がいっ
ぱいの中，臨床研修がスタートしました．
　臨床研修の１年間は診療科の医師に指導を受
け，初期研修医とほぼ同等の役割をさせていた
だきました．病棟看護師として勤務していると，
毎日受け持つ患者さんが変わり，患者さんが転
棟した場合にはその後の患者さんの様子を知る
ことは難しいものです．しかし，特定ケア看護
師として働いていた期間は，患者さんが来院さ
れた時から退院まで，その後の外来まで担当す
ることができました．それまでの看護師として
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の判断や医療行為実践から特定ケア看護師とし
ての判断や医療行為実践へと変わり，自身が担
う責任や求められる能力，役割の大きさに対し，
役割が拡大した分，責任も大きくなり，自分が
選択した治療に対する反応はどうだろうか，自
分が行った医療行為は安全だっただろうかと不
安で仕方がなくなることも多々ありました．そ
して，この不安をぬぐうためには，継続して学び，
知識，技術をしっかり身につけること，それし
かないのだということも実感しました．知識や
技術を習得し，根拠をもって患者さんに関わる
ことで不安は小さくすることができます．そう
はいっても，その努力はとても大変なことです．
しかし，受け持ちの患者さんが回復した時，あ
りがとうと言ってもらった時，ご家族の喜ぶ顔
を見た時，その回復を医療チームで共有した時
の達成感は何とも言えないものがあります．コ
ツコツとまじめに誠実に取り組んできた努力は，
必ず自分を救い，他者の幸福に貢献することが
できると信じ，挫けそうになりながらも，自分
を鼓舞しながら取り組んできました．
　とにかく必死に走り抜けた臨床研修の１年間
でしたが，特定ケア看護師ならではの役割とは，
特定ケア看護師だからできることは何だろうか
という問いに対する明確な答えは見つかりま
せんでした．特定ケア看護師を目指した当時は，
タイムリーな介入をして患者さんにも看護師に
も医師にもメリットをもたらす，チーム医療の
キーパーソンになる，看護教育に尽力する，な
ど多くの目標を掲げていました．今も同じ気持
ちですが，臨床研修の１年間は恥ずかしながら
自分のことで精いっぱいでこれらのことに全力
を注ぐことができませんでした．しかし，必ず
特定ケア看護師はこれらの役割を発揮すること
ができると信じています．そして，特定ケア看
護師の役割を型にはめるのではなく，柔軟な発
想で活動し，可能性を拡大していきたいと考え
ています．
　微力ではありましたが，病棟看護師やコメ
ディカルと医師との橋渡し役を担い，看護師や

コメディカルの細やかな気付きや情報，疑問を
医師と共有することで患者さんの治療を考え直
すことができたり，医師の手が空かない時には
医師のかわりにドレーンを抜去したり，人工呼
吸器の設定を変更したりすることができまし
た．このように活動していくことで，特定ケア
看護師という存在が定着していくことを実感
し，日々の一つ一つの経験が自信となり，やり
がいが増えていくことで看護という職業に誇り
を持つことができました．また，客観的に看護
師の役割をみることができ，看護の力の大きさ
を改めて知ることができたことも誇りを持てた
要因の一つです．さらに，医師とともに行動す
ることで，今まで知ることができなかった医師
の思考過程や患者さんへの思いも知ることがで
きました．医師は患者さんの病気しかみていな
い！なんて思っていた過去の自分がとても恥ず
かしくなるくらい，医師は患者さんを全人的に
捉え，治療を考えていました．役割が違うので
すから，患者さんを捉える視点が看護師と異
なっているのは当然で，看護師の看る，医師の
診る，たくさんの「みる」が合わさることで患者
さんによりよい医療を提供することにつなが
り，これこそが専門性を発揮したチーム医療の
力なのだと思います．
　臨床研修では多くの方々の支援に恵まれ，こ
れまでの経験や知識の枠を超えた学びや発見に
あふれた非常に充実した研修期間を過ごすこと
ができました．この場をお借りして深く御礼申
し上げます．徐々に特定ケア看護師に興味を持っ
てくださる看護師スタッフから声をかけてもら
う機会も増え，そのたび「とにかく楽しいです
よ！」とお伝えしてきました．特定ケア看護師に
興味を持っていただけるようになったのは，活
動の成果の一つだと思っております．特定ケア
看護師の役割を最大限に発揮するためには仲間
が必要です．「楽しく，誇りを持って長く働く」た
めのキャリアプランの一つとして，特定ケア看
護師に興味を持っていただけると幸いです．
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